
国民健康保険
加入世帯 2,426世帯
被保険者 3,974人

令和元年5月末現在
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国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成
30
年
度
の
改
正
に
よ
り
都
道
府
県
単
位
の
広
域
化
と
な
り
、山
梨
県

が
市
町
村
と
と
も
に
運
営
し
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、財
政
運
営
や
事
業
の
効
率
化
な
ど
に
お
き
ま
し
て
、な
お

一
層
の
制
度
の
安
定
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。保
険
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、引
き
続
き
市
町
村
が
決
定
い

た
し
ま
す
が
、平
成
31
年
度（
令
和
元
年
度
）の
税
率
等
は
平
成
30
年
度
と
同
様

（
据
え
置
き
）と
し
て
い
ま
す
。な
お
、保
険
税
の
算
出
根
拠
の
う
ち
資
産
割
に

つ
き
ま
し
て
は
、平
成
30
年
度
か
ら
廃
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
保
税
は
、①
医
療
費
の
支
出
に
あ
て
る「
医
療
保
険
分
」、②
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
あ
て
る「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」、③
介
護
納
付
金
に
あ
て
る

「
介
護
保
険
分
」（
40
歳
か
ら
64
歳
の
方
が
対
象
）を
合
計
し
た
額
で
す
。そ
れ

ぞ
れ
に「
所
得
割
」「
被
保
険
者
均
等
割
」「
世
帯
別
平
等
割
」が
あ
り
、各
世
帯

単
位
で
算
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、保
険
税
額
は
そ
れ
ぞ
れ
区
分
ご
と
に「
限
度
額
」が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。計
算
上
、限
度
額
を
超
え
る
金
額
と
な
っ
た
場
合
は
、区
分
ご
と
定
め
ら
れ

た
限
度
額
が
保
険
税
と
な
り
ま
す
。

　

各
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税
額
が
決
定
し
ま
し
た

ら
、町
か
ら
7
月
中
に
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
は
、県
に
納
付
金
と
し
て
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。保
険
税
は
国
民
健
康
保
険
制
度
を
維
持
・
運
営
し
て
い
く
う
え

で
と
て
も
大
切
な
財
源
で
す
の
で
、納
期
限
内
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

国民健康保険加入者数
人

（２）均等割額 …加入者に応じて計算
× 1 人あたりの金額

28,000 円 = 円

医療保険分　合計　（１）＋（２）＋（３） 円

 ● 計算表は医療保険分の計算例です。後期高齢者支援金分・介護保険分の算出は、それぞれの
税率等（上表）に置き換えて計算してください。（医療保険分・後期高齢者支援金分の計算は、
国保加入者全員、介護保険分の計算は、40 ～ 64歳の方のみの所得・人数で計算）

 ● それぞれの税額の合計が１年間の国保税となります。

（３）平等割額 …1 世帯あたりの金額 = 円27,500

税率
6.5％ = 円×

（１）所得割額
所得金額

円
保険税基礎控除

330,000 円

 …所得に応じて計算

  （ ）—
（有所得者毎）

　
次
の
計
算
式
の

に
、あ
な
た
の
ご
家
庭
の
国
保
加
入
者
の
所
得
額
、国
保

加
入
者
数
を
あ
て
は
め
て
国
保
税
を
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
算
定
方
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
国
保
税
の
額
か
ら
、既
に
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
4
・
5
・
6
月
の
仮
算
定
額
を
引
い
た
金
額
を
、7
月
以
降
、9
回

の
納
期
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
①

医療保険分
②

後期高齢者
支援金分

③
介護保険分

所 得 割 額  6.5% 1.7% 1.6%

被 保 険 者
均 等 割 額 28,000円 9,700円 9,500円

世 帯 別
平 等 割 額 27,500円 8,500円 7,000円

限 度 額 61万 19万 16万

令
和
元
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）が
決
定

 

期
限
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す

国
保
税
を
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

4
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の
1

年
間
分
を
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
方
法

に
応
じ
た
納
期
回
数
で
除
し
た
金

額
で
各
期
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
特
別
徴
収（
年
金
天
引
）

　

７
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

◎
普
通
徴
収（
納
付
書
納
付
・
口
座
振
替
）

　

普
通
徴
収
の
方
は
、１
年
間
の

保
険
料
を
７
月
～
翌
年
２
月
の

８
回
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
方
へ
は
、７
月
の

中
旬
に
保
険
料
決
定
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
。納
付
書
納
付
の
方

へ
は
、保
険
料
決
定
通
知
書
と
納

付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、期
限

ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

7
月
に
今
年
度
の
保
険
料
が
決

定
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
、前
年
の
年
金
や
給

与
・
農
業
・
不
動
産
と
い
っ
た
収

入
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
ま
す
。次
の

図
の
計
算
式
で
保
険
料
を
算
出
で

き
る
の
で
、ご
参
考
く
だ
さ
い
。

　

７
月
は
保
険
証
の
更
新
の
月
で
す
。有
効
期
限
が
令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
の
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証（
保
険
証
）を
交
付
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、「
薄
緑
色
」で
す
。被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
は
、7
月
中
に
簡
易
書
留
で
発
送
さ

れ
、お
手
元
に
届
い
た
日
か
ら
使
え
ま
す
。現
在
お
使
い
の
保
険
証
は
、8
月
以
降
は
使
え
ま
せ
ん
。古
い
保
険
証

は
、個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、裁
断
す
る
な
ど
し
て
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」及
び「
限
度
額
適
用
認
定
証
」に
つ
き
ま
し
て
は
、前
年

度
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
今
年
度
も
適
用
要
件
に
該
当
す
る
方
へ
は
保
険
証
と
は
別
に
発
送
さ
れ
ま
す
。

保険料の算定方法
均等割額 40,490 円

所得割額
（所得ー 33万）×7.86%

年間の保険料
（限度額62万）

+
=

　平成 31 年度（令和元年度）から、軽減措置の一部が変更になりました。保険料の「均等割額」
は一人一人に一律に賦課されますが、特に所得の低い世帯の方には次の軽減措置があります。

　※公的年金を受給している65歳以上の方は判定時に15万円が控除されます
　※基礎控除額などは、税制改正等で変更になる場合があります

その他の
軽減措置

 ● 後期高齢者医療保険に加入される前日に社会保険の被扶養者であった方は、均等割額が資格
取得後2年間５割軽減となり、所得割額が課せられません。（国民健康保険は対象外）

簡
易
書
留

４０９－３８６４
山梨県中巨摩郡昭和町
押越５４２番地２

昭和町役場
山梨県中巨摩郡昭和町押越５４２－２
〒４０９－３８８０
TEL055-275-8264

昭和　太郎　様

（差出元及び返還先）

↓　ここを折ってゆっくりとはがしてください

被 保 険 者 名

被保険者番号

負 担 割 合

有 効 期 限

昭和　太郎

３割

０１２３４５６７

令和 2 年　７月３１日

後期高齢者医療被保険者証
被 保 険 者 番 号　０１２３４５６７
住 　 　 　 　 所   中巨摩郡昭和町押越５４２番地２

氏 　 　 　 　 名   昭和　太郎
生 　 年 　 月 　 日
資 格 取 得 年 月 日
発 　 行 　 期 　 日
交 付 年 月 日
一部負担金の割合　　　　　　　　　3 割

保 険 者 番 号　3 9 1 9 3 8 4 2
保 　 険 　 者 　 名　山梨県後期高齢者医療広域連合

　　　　　　性　別　男
昭和１１年　１月　１日
平成２３年　１月　１日
平成２３年　１月　１日
令和　元年　８月　１日

有効期限 令和 2 年７月３１日

薄緑色の部分を…ゆっくり剥
は

がしてご利用ください

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

新
保
険
料
率
に
つ
い
て

納
付
方
法
の
種
類
に
つ
い
て

保険料の軽減措置があります

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
の
更
新
時
期
で
す

均等割額
変更前（平成３０年度） 変更後（平成３１年度・令和元年度）

軽減割合 軽減該当条件 軽減割合 軽減該当条件

9 割軽減
「基礎控除額 33 万円以下の世帯で、かつ、
当該世帯の被保険者全員の各種所得が 0 円」
の世帯（ただし、公的年金等控除額は 80 万
円として計算する。）

8 割軽減 変更はありません

8.5 割軽減 「基礎控除額 33 万円」以下の世帯 変更はありません 変更はありません

5 割軽減 「基礎控除額 33 万円＋ 27.5 万円 
×同一世帯の被保険者数」以下の世帯 変更はありません 「基礎控除額 33 万円＋ 28 万円 

×同一世帯の被保険者数」以下の世帯

2 割軽減 「基礎控除額 33 万円＋ 50 万円 
×同一世帯の被保険者数」以下の世帯 変更はありません 「基礎控除額 33 万円＋ 51万円

×同一世帯の被保険者数」以下の世帯
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竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

…シリーズ
その175国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
の
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

①申請書の提出
(役場町民窓口課)

後日、結果通知が郵送されます。
※結果通知が届く前に催促状が届く場合がありますがご了承ください。　
※申請が却下になる場合もありますので、結果通知が届くまで納付書は保管するようにしてください。

令和２年７月以降も免除を希望される方は
令和２年７月に再度申請をしてください。 

申請書の継続希望欄に「はい」で選択された場合には、翌年度以降は、申請しなくても 申請があっ
たものとして、自動的に審査が行われます。      
※審査結果が全額免除や納付猶予にならなかった場合は、改めて一部免除の申請を行ってください。
※失業による特例免除の方は、令和２年７月に再度申請を行ってください。

免除申請は所得によって審査されます。申告がない場合には、免除制度を利用
できませんのでご注意ください。 毎年、所得の申告をお願いします。 

　

国
民
年
金
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
は
月
々

１
万
６
４
１
０
円
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
・
失

業
し
た
な
ど
、経
済
的

に
保
険
料
を
納
め
る
の

が
困
難
な
場
合
に
は
、

所
得
な
ど
に
応
じ
て
、

免
除
ま
た
は
猶
予
に
該

当
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。手
続
き
は
役
場

町
民
窓
口
課
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

７
月
よ
り
、令
和
元

年
度（
令
和
元
年
７
月

分
～
令
和
２
年
６
月

分
）の
受
付
を
開
始
し

ま
す
。

　

今
回
は
免
除
申
請
の

手
続
き
の
流
れ
に
つ
い

て
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
免
除
の
対
象
と
な
る
方

①
所
得
が
限
度
額
を
下
回
る
方

　
（
限
度
額
は
扶
養
人
数
な
ど
に
よ
り
異
な
り

ま
す
）

※
限
度
額
に
つ
い
て
は
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

②
生
活
保
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

③
特
例
的
な
事
情
が
あ
る
方

　
（
失
業
や
災
害
な
ど
）

▼
免
除
さ
れ
た
保
険
料
に
つ
い
て

　

免
除
に
な
っ
て
い
た
保
険
料
は
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。追

納
す
る
こ
と
で
将
来
の
年
金
額
の
計
算
で
、満

額
を
納
付
し
た
の
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
役
場
町
民
窓
口
課
、竜
王
年
金
事

務
所
で
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
全
額
免
除
の
承
認
を
受
け
た
方
は
保
険
料

の
支
払
い
を
し
な
く
て
も
将
来
受
給
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
期
間
に
は
含
ま
れ
ま

す
が
、受
給
額
は
納
め
て
い
な
い
分
減
額
さ

れ
ま
す
。

※
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
た
方
は
、減
額
さ

れ
た
納
付
書
で
支
払
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

納
め
て
い
な
い
場
合
に
は
受
給
す
る
た
め

に
必
要
な
期
間
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

 

役
場
町
民
窓
口
課（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

 

竜
王
年
金
事
務
所（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
０
）

翌年度、再び免除を
希望される場合

お手元の納付書で保険
料を納めてください。

後日、一部納付用の納付書が送付され
ますので、期限までに納めてください。

保険料の支払いの
必要はありません。

※ この保険料を納めない場合は未納と
なります

決定通知が
却下の方

決定通知が
一部納付の方

決定通知が
全額免除・納付猶予の方

免除申請の流れ
②申請書の審査
(日本年金機構)

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　〒409-3864 昭和町押越 955-1 ☎ 275-0640  　FAX 268-3737
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 URL  http://www.showashakyo.or.jp

－社協だより－
　　　　　 まごころ   第 263 号

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉
車
両
の
貸

出
し
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

貸
出
し
手
続
き

○ 

電
話
ま
た
は
窓
口
に
て
受
付
し
て
い
ま
す
。

　
（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

○ 

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
に
使
用
す
る
場
合
も
、 

平
日
に
貸
出
し
、
返
却
と
な
り
ま
す
。

○ 

事
前
（
最
大
１
カ
月
前
ま
で
）
に
窓
口
に
て
、
申
請
書
の
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。（
判
子
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※ 

破
損
、
紛
失
し
た
場
合
は
修
理
費
用
等
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す

※ 

営
利
目
的
等
の
使
用
は
で
き
ま
せ
ん

車　
両

○ 

フ
ァ
ン
カ
ー
ゴ
（
２
名
＋
車
い
す
１
名
）

○ 

シ
エ
ン
タ
（
２
名
＋
車
い
す
１
名
）

対
象
者

○ 

車
い
す
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

○ 

歩
行
が
困
難
な
方
の
介
助
者

料　
金

○
無
料

貸
出
し
期
間
等

○ 

原
則
と
し
て
３
日
以
内

○ 

同
一
利
用
者
に
よ
る
１
か
月
間
の
利
用
回

数
は
４
回
以
内

※ 

貸
出
し
業
務
に
つ
い
て
は
、
平
日
午
前 

８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

※ 

右
記
以
外
に
も
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、

利
用
を
検
討
す
る
際
に
は
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

社
協
の
福
祉
車
両
を
貸
出
し
ま
す

7月の予定 （時間・場所等については、社協までお問い合せください）
7月　3日、10日、
    17日、24日

クラフトバンドでかごづくり講座
※事前申し込み制

7月　4日、11日、
  18日、25日、30日

運動指導事業（健康体操教室）
※事前申し込み制

7月5日(金) 西条二区クラウズ
7月8日(月) いきいきふれあいサロン河西

7月９日(火) 築地新居いきいきふれあいサロン
いきいきふれあいサロン上河東

7月10日（水)
ボランティアサロンコーディネーター講習会

（担当 女性防災ネット昭和）
※事前申し込み制

7月16日（火) ハーバリウム作り教室　※事前申し込み制

西条一区いきいきふれあいサロン
7月19日、26日 くらしアップ！スマートフォン教室

※事前申し込み制
7月20日（土) 飯喰ふれあいサロン
7月23日（火) 夏だ！祭りだ！！ふれあいランチ

7月31日（水) スマホ活用術　～印刷編～
※事前申し込み制

　 年会費 500 円を町社会福祉協議会内の
母子寡婦福祉会事務局へお持ちいただ
き、申込書をご記入ください。

昭和町母子寡婦福祉会では
新規会員さんを募集しています

お問い合わせ　町母子寡婦福祉会事務局 
  　  ☎ 275-0640
　　（祝日・年末年始を除く平日、午前8時30分から午後5時まで）

入会
方法

 Q 昭和町母子寡婦福祉会とは？
 　　　　　   　A 町内の母子・寡婦のひとり親家
庭の自主的な集まりです。「しあわせづく

りは自分たちの手で」と会員相互の交流と親睦・
自立支援のための活動を中心に町の関係機関等か
ら支援を受けて多様な活動をしています。ご入会
をお待ちしています！

※ 写真はシエンタです
※ 車いすの固定や操作

方法など、 丁寧に対
応しますので、お気軽
にご連絡ください

　「福祉の増進に役立て
てください」とあたたかい
善意が寄せられました。
心から感謝申し上げます。

善意をありがとうございました　町社会福祉協議会は、
新たに２名の職員を加え
た新体制で地域福祉に
貢献していきます。
　今後とも町社会福祉
協議会をよろしくお願い
します。

新
職
員
紹
介主事捕

塩澤　亮
事務局長

今澤 幸広

 

▶ 

つ
く
し
会 

様
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こ
ど
も
の
心
臓
病山

梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院　
小
児
科
学
講
座　
助
教　
喜
瀬…

広
亮

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

　
「
こ
ど
も
の
心
臓
病
」
と

い
う
と
“
大
変
な
病
気
”
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、
あ
ま
り

馴
染
み
の
な
い
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
ん

な
「
こ
ど
も
の
心
臓
病
」
に

つ
い
て
の
お
話
で
す
。

　

こ
ど
も
の
１
０
０
人
に
１
人
は
心
臓
の
病

気
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
山
梨
県
の
出
生
数
は
、
今
現
在 

年
間
６
０
０
０
人
前
後
で
す
の
で
、
１
年
間

に
約
60
人
の
こ
ど
も
が
心
臓
に
問
題
を
抱
え

て
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
近
年

で
は
、
医
療
技
術
の
進
歩
や
検
診
の
普
及
に

よ
っ
て
、
県
内
で
も
出
生
後
の
早
い
時
期
、

場
合
に
よ
っ
て
は
出
生
前
に
診
断
が
つ
く
こ

と
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
治
療
に
関

し
て
も
、
こ
れ
ま
で
侵
襲
の
大
き
い
外
科
手

術
が
中
心
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
必
要
に

応
じ
て
低
侵
襲
な
（
身
体
へ
の
負
担
の
少
な

い
）
手
術
や
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
行
う

こ
と
で
、
安
全
な
治
療
が
可
能
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
れ
か
ら
解
決
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
あ
り
ま
す
。
以
前
は

治
療
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
ど
も
の
心
臓
病
が

助
か
る
よ
う
に
な
り
、
大
変
な
治
療
を
無
事

乗
り
越
え
て
成
人
さ
れ
る
方
が
年
々
増
え
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
病
気
の
約
半
数
は
、

年
齢
を
重
ね
る
に
従
い
様
々
な
問
題
を
生
じ

て
く
る
た
め
、
治
療
後
も
定
期
的
な
通
院
が

必
要
で
、
成
人
し
て
か
ら
治
療
が
必
要
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
平
成
29
年
の
時
点

で
、
こ
ど
も
の
頃
か
ら
の
心
臓
病
（
先
天
性

心
疾
患
）
を
有
す
る
方
は
、
国
内
で
90
万
人

お
り
、
同
年
の
成
人
の
心
疾
患
（
高
血
圧
を

除
く
）
の
患
者
数
１
７
３
万
２
千
人
と
比
べ

決
し
て
少
な
い
と
は
言
え
ず
、
さ
ら
に
、
こ

う
し
た
方
は
今
後
急
激
に
増
え
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
今
現
在
、
日

本
国
内
で
こ
う
し
た
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
医
療
体
制
が
十
分
に
は
整
っ
て
い
ま
せ

ん
。
今
後
、
こ
ど
も
の
心
臓
病
を
診
る
小
児

循
環
器
医
と
成
人
の
心
臓
病
を
診
る
循
環
器

内
科
医
、
心
臓
の
手
術
を
す
る
心
臓
血
管
外

科
医
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
診
療
体
制
を
整
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
成
人

後
は
心
臓
が
原
因
で
他
の
臓
器
に
も
様
々
な

問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
消
化

器
内
科
、
腎
臓
内
科
、
産
婦
人
科
、
神
経
内

科
、
精
神
科
等
複
数
科
の
サ
ポ
ー
ト
が
不
可

欠
で
す
。
し
か
も
、
仕
事
や
家
庭
の
事
情
で

地
域
を
移
動
さ
れ
る
方
も
多
い
た
め
、
各
医

療
機
関
の
中
で
も
先
天
性
心
疾
患
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
き
な
が
ら
、
県
内
・
県
外
の
病

院
間
で
連
携
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
山
梨
県
内
で
は
、
山
梨
県
立
中
央
病
院

と
山
梨
大
学
附
属
病
院
で
、
こ
う
し
た
成
人

さ
れ
た
先
天
性
心
疾
患
の
方
の
外
来
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
の
頃
か
ら
多
く
の
職
種
と
家
族
の

協
力
の
も
と
、
大
変
な
治
療
を
乗
り
越
え
て
、

よ
う
や
く
家
族
の
も
と
で
生
活
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
ど
も
た
ち
が
、
成
人
後
も
安
心

し
て
社
会
で
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
山
梨
県

内
で
も
成
人
後
の
先
天
性
心
疾
患
の
方
の
診

療
体
制
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
本
稿
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
こ
ど
も
の

心
臓
病
の
現
状
に
つ
い
て
、
少
し
で
も
知
識

を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　住宅を対象とした侵入窃盗の大半は、無締り箇所
から侵入されています。犯人は、現場の下見をしてか
ら侵入する機会をうかがっています。また、侵入する
のに５分以上かかったり、顔や姿を見られたりする
ことを特に嫌います。
　被害防止の基本は、「カギかけ」
です。不在時はもちろんのこと、
在宅中でも「カギかけ」を習慣づ
け、就寝時も忘れないようにしま
しょう。
　また、住宅に防犯性能の高い建物部品を使うこと
も有効です。さらに、ご近所同士が気軽に声をかけあ

えるコミュニティづくりを
行い、犯人が近づきにくい

「安全に安心して暮らせる地
域社会」を作りましょう。

　毎年夏休みになると、開放感から、
　●オートバイ、自転車等の乗物盗や万引き等の

非行
　●喫煙、夜遊び、暴走行為、飲酒等の不良行為
の増加や、
　●スマートフォンのインターネット

利用に起因した性的被害
の発生も目立っています。
　少年が非行に走る前には、生活態度や
行動に必ず何らかの兆し（変化）が現れるものです。
　家庭では、こうした状況をいち早く察知し、温かい

「家庭の対話」「心のふれあい」等を通じ、節度ある日
常生活について指導助言することが大切です。
　また、地域においては、少年の健全育成を阻害する
環境の浄化活動を強化する一方、少年の社会参加活
動やスポーツ活動等を推進し、少年が楽しい夏休み
を過ごせるよう援助しましょう。

住宅対象侵入犯罪の被害防止
〜 被害防止の基本はカギかけ！ 〜

夏休みにおける少年の
非行・犯罪被害防止と有害環境の浄化

『
男
女
共
同
参
画
っ
て
？
』

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会　
副
委
員
長　
篠
原 

頼
子
（
西
条
二
区
）

No.177

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

あ
な
た
の
考
え
る
男
女
共
同
参
画
っ
て

ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？

　
“
当
た
り
前
”“
分
か
っ
て
い
る
”と
思
っ

て
も
、
実
践
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い

で
す
よ
ね
。

　

家
庭
で
は
、「
お
ー
い
お
茶
」
か
ら
「
お

茶
が
入
っ
た
よ
」
と
、
お
互
い
が
助
け
合

う
時
代
で
す
。
男
性
が
家
事
を
楽
し
む
、

自
立
す
る
、
女
性
が
社
会
に
出
や
す
い
な

ど
、
家
事
や
育
児
を
協
力
・
分
担
し
て
、

お
互
い
を
尊
重
し
合
い
、
明
る
く
楽
し
い

生
活
が
送
れ
て
い
ま
す
か
？

　

地
域
で
は
、女（
ひ
と
）と
男（
ひ
と
）が

助
け
合
い
な
が
ら
、
積
極
的
に
地
域
活
動

に
参
加
し
て
い
き
、
思
い
や
り
、
支
え
合

う
社
会
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

職
場
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
が
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
意
味
を
理
解
し
実
践
し
て
い
く
、

そ
し
て
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
働
き
充
実

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
が
大
切
で
す
。

　

家
庭
・
地
域
・
職
場
等
あ
ら
ゆ
る
場
で

男
女
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら

様
々
な
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
発
揮

し
て
、
共
に
歩
む
社
会
を
目
指
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
会
（『
共
に
生
き
活
き
輝
け
昭
和
』
推

進
委
員
会
）
も
、
発
足
し
て
16
年
に
入
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
防
災
に
つ
い
て
学

習
会
を
実
施
し
ま
す
。
８
月
９
日
（
金
）

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
災
害
・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
未
来
会 

代
表 

山
下
博
史
氏
を
講
師
に
、

各
団
体
に
お
声
を
か
け
、「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
の
連
携
な
ど
、
男
女
が
共
に
助
け

合
う
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
学
び
、
考
え

る
場
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
推
進
委
員
は
、
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
行
事
を
企
画
し
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

No.146
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!
地 区 班 員 研 修

　全国組織である愛育会の歴史から、昭和町愛
育会の目的・活動・大切さを学びました。活動
の対象は、地域に暮らす全ての人々で、目的は
地域ぐるみの健康づくり、そ
して活動の3本柱である「声
かけ・見守り・話し合い」の
大切さについて深める機会
となりました。また、これか
ら行う「こんにちは赤ちゃん
訪問事業」や「子宮頸がん検
診の取りまとめ」、「熱中症
やヒートショック予防の声
かけ活動」など活動内容につ
いても研修を行いました。

　研修パートⅡでは、地域で健康づくりの活動を行うため
昭和町の様子や各地区のことを知ろうというテーマで、地
区ごとの年齢別人口推移など学びました。学んだことをも

とに、これから愛育班員
としてどんなことができ
そうか、健康づくりや地
域のつながりには何が必
要かなど、話し合いを行
いました。身近な人の健
康に関することの話し合
いは、活発に意見も出て
お互いに情報や意見交換
ができ、とても有意義な
時間となりました。

5月・6月の各地区の班員会議に執行部と保健師が伺い、研修を行いました

班員研修パートⅠ 班員研修パートⅡ5月 6 月

「自分や家族の健康で心がけていること」
～話し合いでこんな意見がありました～

 〇毎日、3 食摂る（朝食を抜かない）
 〇夕食は量を少なめにする
 〇減塩に努める（みそ汁を薄味にするなど）
 〇毎朝夫婦でラジオ体操
 〇町の運動教室に参加する
 〇買い物に行ったら階段を利用する
 〇とにかく笑顔を心がける
 〇リラックスできる時間を短時間でもつくる

「地域のつながりで大切なことは…」
 〇お互いに会ったらあいさつをする
 〇地区の行事に参加し、コミュニケーションを図る

みてください

皆さんも
参考にして
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INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

　
町
内
各
地
区
の
お
祭
り
等
を
ご
案

内
し
ま
す
。
日
程
・
内
容
等
は
、
天

候
等
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
区
か
ら
の
回
覧

や
区
内
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

◎
西
条
二
区
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

　
梅
の
木
公
園
親
子
祭
り

・
日
時　
７
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
２
時

・
場
所　
西
条
二
区　
梅
の
木
公
園

　
　
　
　
（
西
条
４
３
５
８
‐
３
）

・
内
容　
流
し
そ
う
め
ん
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
各
種
模
擬
店

・
そ
の
他　
か
き
氷
等
は
無
料
配
布

　
　
　
　
　
※
無
く
な
り
次
第
終
了

◎
築
地
新
居
区

　
組
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
築
地
新
居
区
民
の
親
睦
を
図
る
行

事
で
す
。
楽
し
く
プ
レ
ー
し
ま

し
ょ
う
。

・
日
時　
７
月
14
日
（
日
）
午
前
９

時
～
（
30
分
前
に
集
合
）

・
場
所　
釜
無
工
業
団
地
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
築
地
新
居
１
６
２
７
‐
１
）

・
内
容　
①
団
体
戦
（
組
対
抗
戦
）

　
　
　
　

②
個
人
戦

・
そ
の
他　
〇
用
具
の
貸
出
し
あ
り

〇
マ
ー
カ
ー
（
コ
イ
ン
）
は
各
自

用
意 

〇
当
日
参
加
可

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
昭
和
町
児
童
セ
ン
タ
ー
に
て
乳
幼

児
親
子
行
事
を
開
催
し
ま
す
。
町
内

在
住
の
乳
幼
児
と
保
護
者
の
方
な
ら

参
加
で
き
ま
す
。
け
が
や
誤
飲
、
や

け
ど
、
熱
中
症
等
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
み
ん
な
で
一
緒
に
学
び
ま

し
ょ
う
。

日
時　
７
月
17
日
（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

対
象　
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者

定
員　
親
子
15
組
（
先
着
順
）

講
師　
消
防
救
急
指
導
員
・
普
及
員

持
ち
物　
飲
み
物
・
動
き
や
す
い
服

装
受
付
期
間

　

７
月
１
日
（
月
）
～
12
日
（
金
）

※
平
日
の
み

会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
２
３
３
‐
１
１
５
２
）

　
夏
休
み
に
、
地
震
や
火
事
へ
の
備

え
を
、
親
子
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
８
月
９
日
（
金
）
午
前
７
時

45
分
～
午
後
５
時
30
分
（
予
定
）

集
合
場
所
・
時
間　
町
総
合
体
育
館

駐
車
場
（
午
前
７
時
30
分
集
合
）

研
修
先　

横
浜
市
消
防
局 

横
浜
市

民
防
災
セ
ン
タ
ー
、
本
牧
和
田
消

防
出
張
所 

特
別
高
度
救
助
部
隊

（
ス
ー
パ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー
）

募
集
対
象
・
人
数　
町
内
在
住
の
小

学
生
の
親
子
10
名
（
先
着
順
）

　
※
保
険
加
入
の
都
合
上
、
未
就
学

児
は
参
加
不
可

費
用　
無
料

持
ち
物　
昼
食
、飲
み
物
、レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ト

受
付
開
始　
７
月
５
日
（
金
）

　
（
受
付
時
間
：
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）

主
催　
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　
夏
休
み
の
一
日
、
上
下
水
道
局
の

施
設
で
、
水
に
つ
い
て
学
べ
る
親
子

上
下
水
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
８
月
１
日
（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

見
学
場
所　
荒
川
ダ
ム
、
平
瀬
浄
水

場
、
甲
府
市
浄
化
セ
ン
タ
ー

定
員　
小
中
学
生
の
親
子
40
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
先
着
順
）

　
※
小
学
４
年
生
以
上
は
子
ど
も
の

み
の
参
加
も
可

費
用　
無
料
（
昼
食
は
各
自
持
参
）

受
付
期
間

　
７
月
５
日
（
金
）
～
19
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
市
上
下
水
道
局　
経
営
企
画
課

　
　
　
　
（
☎
２
２
８
‐
３
３
１
７
）

夏
休
み
親
子
上
下
水
道
教
室

知
っ
て
安
心

乳
幼
児
基
礎
救
命
救
急
法

親
子
防
災
体
験
研
修

地
区
お
祭
り
等
案
内

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

昭
和
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

昭
和
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
バ
レ
ー
の
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
様
々
な
こ

と
を
子
ど
も
た
ち
が
学
べ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
３
～
６
年
生
ま
で
20
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
、
仲
間
づ
く
り
、
成
長
期
の

子
ど
も
の
体
作
り
な
ど
、
多
く
の
事
を
学
ん
で
い
ま
す
。
公
式
戦
で

は
、一
試
合
で
も
多
く
勝
利
で
き
る
よ
う
に
、目
標
に
向
か
っ
て
日
々

練
習
し
て
い
ま
す
。

　

楽
し
い
監
督
、コ
ー
チ
と
お
姉
さ
ん
た
ち
が
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
練
習
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275－8641）

○練習日
　水・金曜日　午後 5 時 30 分～ 8 時 00 分
　土・日曜日　練習または試合
○練習場所
　昭和町総合体育館ほか

①
太
極
拳
教
室
（
午
前
の
部
）

・
日
時　
７
月
９
日
～
９
月
24
日

　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
７
月

16
日
を
除
く
毎
週
火
曜
日
・
全

11
回
）

・
定
員　
20
名

・
受
講
料　
３
３
０
０
円

・
講
師　
笠
島 

三
枝
子 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
４
日
（
木
）
午
前
10
時
～

②
ス
リ
ム
＆
シ
ェ
イ
プ
教
室

・
日
時　
７
月
９
日
～
９
月
24
日

　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分
（
８
月

13
日
を
除
く
毎
週
火
曜
日
・
全

11
回
）

・
定
員　
20
名

・
受
講
料　
３
３
０
０
円

・
講
師　
曽
根 

眞
由
美 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
４
日
（
木
）
午
前
10
時
～

③
パ
ン
チ
＆
キ
ッ
ク
教
室

・
日
時　
７
月
９
日
～
９
月
24
日

　
　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
８
月
20
日
を
除
く
毎
週
火
曜

日
・
全
11
回
）

・
定
員　
25
名

・
受
講
料　
３
３
０
０
円

・
講
師　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｏ 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
４
日
（
木
）
午
前
10
時
～

④
ヨ
ガ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

・
日
時　
７
月
10
日
～
９
月
25
日

　
　
午
後
２
時
～
３
時（
７
月
17
日
、

８
月
14
日
を
除
く
、
毎
週
水
曜

日
・
全
10
回
）

・
定
員　
25
名

・
受
講
料　
３
０
０
０
円

・
講
師　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｏ 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
５
日
（
金
）
午
前
10
時
～

⑤
ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室

・
日
時　
７
月
10
日
～
９
月
25
日

　
　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
８
月
14
日
を
除
く
毎
週
水
曜

日
・
全
11
回
）

・
定
員　
25
名

・
受
講
料　
３
３
０
０
円

・
講
師　
内
野 

百
合
子 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
５
日
（
金
）
午
前
10
時
～

⑥
リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
教
室

・
日
時　
７
月
11
日
～
９
月
26
日

　
　
午
後
２
時
～
３
時
（
８
月
15
日

を
除
く
毎
週
木
曜
日・全
11
回
）

・
定
員　
25
名

・
受
講
料　
３
３
０
０
円

・
講
師　
塩
田 

智
子 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
６
日
（
土
）
午
前
10
時
～

⑦
太
極
拳
教
室
（
夜
の
部
）

・
日
時　
７
月
11
日
～
９
月
26
日

　
　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
８
月
15
日
を
除
く
毎
週
木
曜

日
・
全
11
回
）

・
定
員　
23
名

・
受
講
料　
３
３
０
０
円

・
講
師　
望
月 

昭
三 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
６
日
（
土
）
午
前
10
時
～

⑧
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
（
午
後
の
部
）

・
日
時　
７
月
12
日
～
９
月
27
日

　
　
午
後
２
時
～
３
時
（
８
月
16
日

を
除
く
毎
週
金
曜
日・全
11
回
）

・
定
員　
20
名

・
受
講
料　
３
３
０
０
円

・
講
師　
久
保
田 

美
惠 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
～

⑨
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
（
夜
の
部
）

・
日
時　
７
月
12
日
～
９
月
27
日

　
　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

（
８
月
16
日
を
除
く
毎
週
金
曜

日
・
全
11
回
）

・
定
員　
20
名

・
受
講
料　
３
３
０
０
円

・
講
師　
久
保
田 

美
惠 

氏

・
受
付
開
始

　
　
７
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
～

場
所　
町
立
温
水
プ
ー
ル

対
象　
町
内
在
住
18
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　
　
　
（
高
校
生
を
除
く
）

持
ち
物

［
②
③
⑤
各
教
室
共
通
］
動
き
や
す

い
服
装
、
タ
オ
ル
、
上
履

［
①
④
⑥
～
⑨
各
教
室
共
通
］
動
き

や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
プ
ー
ル
の

フ
ロ
ン
ト
に
て
先
着
順
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
※
参
加
す
る
ご
本
人
ま
た
は
家
族

の
方
が
お
申
込
み
く
だ
さ
い

　
※
妊
娠
中
の
方
及
び
お
子
様
連
れ

で
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　
※
申
し
込
み
さ
れ
た
方
の
み
が
参

加
で
き
ま
す

そ
の
他　
受
講
料（
施
設
使
用
料
含
）

は
各
教
室
の
初
回
に
全
額
を
一
括

集
金
。
自
己
都
合
に
よ
る
キ
ャ
ン

セ
ル
及
び
欠
席
は
返
金
不
可
。

※
教
室
に
参
加
す
る
に
は
、
利
用
者

証
が
必
要
と
な
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　
町
立
温
水
プ
ー
ル

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
９
８
１
１
）

　
普
段
使
わ
な
い
顔
の
筋
肉
を
使
う

だ
け
で
、
顔
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

素
敵
な
魔
法
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
男
女
年
齢
を
問
わ
ず
、
効
果
絶

大
で
す
！

日
時　
７
月
16
日（
火
）、23
日（
火
）

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

講
師　
顔
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野 

由
美 

氏

対
象　
町
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

（
男
女
問
わ
ず
参
加
可
）

持
ち
物　

顔
が
映
る
鏡
、
飲
み
物
、

カ
メ
ラ
付
携
帯
（
あ
る
方
）

場
所　
総
合
会
館
２
階　
相
談
・
講

習
室

受
付
開
始

　
７
月
１
日
（
月
）
午
前
９
時
～

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

し
ょ
う
わ
（
☎
２
７
５
‐
８
１
１
５
）

　

ゴ
ル
フ
が
上
手
く
な
り
た
い
方
、

始
め
て
み
た
い
と
い
う
方
、
仲
間
を

誘
っ
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
６
日
～
８
月
29
日

　
午
後
７
時
15
分
～
９
時
15
分
（
８

月
13
・
15
日
を
除
く
毎
週
火
・
木

曜
日
、
全
６
回
）

場
所　
徳
行
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

　
（
甲
府
市
徳
行
５
丁
目
５
‐
１
）

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円
（
保
険
代
）

　
※
ボ
ー
ル
代
１
５
０
０
円
／
１
回

は
別
途
参
加
者
負
担

持
ち
物　
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
お
持
ち

で
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
「
会
計
ソ
フ

ト
入
門
講
座
」
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。
会
計
ソ
フ
ト
「
弥
生
会
計
」

の
仕
組
み
操
作
法
等
を
学
び
ま
す
。

そ
の
他
、
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
を
通
年
で
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

実
施
日
程　
９
月
開
講

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
２
５
１
‐
３
２
１
０
）

温
水
プ
ー
ル　
各
種
教
室
募
集

い
き
い
き
講
座

す
っ
き
り
!
顔
ヨ
ガ
教
室

昭
和
町
ゴ
ル
フ
教
室

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。
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INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
家
族
や
友
達
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
や
り
取
り
を
し
た
い
け

ど
、
登
録
の
仕
方
や
使
い
方
が
わ
か

ら
な
い
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
26
日（
月
）～
29
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
全
４
日
間
］

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議

室
（
社
協
事
務
所
内
）

内
容　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
イ
ン
ス
ト
ー

ル
、
ユ
ー
ザ
ー
登
録
、
ト
ー
ク
の

仕
方
（
写
真
や
動
画
の
送
り
方
、

グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
含
む
）、
音
声

通
話
の
仕
方
、
ス
タ
ン
プ
の
使
い

方
、
友
達
登
録
の
方
法
な
ど

対
象　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

持
ち
物　
ス
マ
ホ
、
筆
記
用
具
、
メ

モ
帳

参
加
費　
２
０
０
０
円

　
※
初
回
時
集
金
、
原
則
返
金
不
可

受
付
開
始

　
７
月
８
日
（
月
）
午
前
９
時
～

　
※
電
話
で
の
み
受
付（
窓
口
不
可
）

　
※
原
則
本
人
に
よ
る
申
し
込
み

　
※
受
付
時
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
使
用
で

き
る
ス
マ
ホ
か
確
認
あ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
お
子
さ
ん
の
入
進
学
に
必
要
な
資

金
計
画
は
お
済
み
で
す
か
？
大
学
や

高
校
に
入
進
学
す
る
際
に
は
、
入
学

金
・
授
業
料
の
ほ
か
、
施
設
設
備
費

や
制
服
代
な
ど
の
経
費
が
必
要
で

す
。

　
県
で
は
、
母
子
・
父
子
・
寡
婦
家

庭
の
お
子
さ
ん
の
入
進
学
に
必
要
な

資
金
計
画
に
つ
い
て
ご
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
早
め
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
母
子
・
父
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸

付
限
度
額
の
例
】

〈
公
立
高
校
・
自
宅
通
学
の
場
合
〉

○
修
学
資
金　

月
額
２
万
７
千
円

（
日
本
学
生
支
援
機
構
及
び
他
の

公
的
機
関
か
ら
の
奨
学
金
の
貸
与

を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

本
資
金
貸
付
限
度
額
ま
で
の
差
額

分
を
貸
し
付
け
ま
す
）

○
就
学
支
度
資
金　
15
万
円

問
い
合
わ
せ

　
県
中
北
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
福
祉
課　
児
童
家
庭
担
当

　
　
　
　
（
☎
２
３
７
‐
１
４
１
８
）

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦
域

と
な
っ
た
陸
上
及
び
遺
骨
収
集
の
望

め
な
い
海
上
等
に
お
け
る
戦
没
者
を

対
象
と
し
て
、
遺
族
代
表
に
よ
る
慰

霊
巡
拝
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
対
象　
戦
没
者
の
配
偶
者
、
父

母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加
遺
族

（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、

戦
没
者
の
孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪

対
象
地
域

　
イ
ン
ド
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
硫
黄
島

そ
の
他

　
地
域
ご
と
に
、参
加
費
用（
実
費
）、

実
施
時
期
、
締
切
日
等
が
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
役
場 

福
祉

課
（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
連
絡
先

　
一
般
財
団
法
人 

山
梨
県
遺
族
会

　
　
　
　
（
☎
２
５
２
‐
７
６
６
４
）

　
県
立
図
書
館
と
共
催
で
、
不
動
産

の
相
続
や
売
買
な
ど
登
記
に
関
す
る

こ
と
を
は
じ
め
、
成
年
後
見
に
関
す

る
こ
と
、
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
借

金
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
８
月
３
日
（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

会
場　
県
立
図
書
館 

１
階

　
　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

予
約
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
（
☎
２
５
３
‐
６
９
０
０
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

　5 月は、先月と比較すると全
体の収集量は約 11t 増の 339t
となり、一世帯あたりの収集
量では先月と比べて 1 ㎏増の
39 ㎏となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 5 月分の医療費は、
約 7,790 万 3 千 円（ 前 年
同月比 11.89% の減）です。
　接骨院等では、保険証
が使える施術と使えない
施術があります。単なる
肩こりや筋肉疲労などの
施術では使えません。

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

5月4月3月2月1月12月11月

常永地区押原地区西条地区

3838

42

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

わ
く
わ
く
元
気
ア
ッ
プ
講
座
‼

ス
マ
ホ…

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
講
座

「
司
法
書
士
の
日…

記
念
相
談
会
」

厚
生
労
働
省
主
催

「
令
和
元
年
度
慰
霊
巡
拝
事
業
」

母
子
・
父
子
・
寡
婦
家
庭
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

　
西
条
一
区
、
西
条
二
区
、
清
水
新

居
区
、
西
条
新
田
区
の
４
つ
の
区
か

ら
な
る
「
西
条
地
区
献
血
協
力
会
」

で
は
、
次
の
と
お
り
、
献
血
バ
ス
を

招
き
献
血
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
７
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
甲
府
昭

和
店　
正
面
入
口
前

　
　
　
　
　
（
昭
和
町
西
条
13
‐
１
）

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
赤
十
字
献
血
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
☎
２
５
１
‐
５
８
９
１
）

日
時　
７
月
14
日
（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
～

会
場　
昭
和
町
総
合
会
館 

２
階

内
容　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
婚
活
（
障
が

い
の
あ
る
方
参
加
優
先
）

対
象
・
定
員　
20
歳
代
～
40
歳
代
の

独
身
男
女　
各
15
名

参
加
費　
１
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録

団
体 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
活
性
化
婚

活
支
援
出
雲
会
事
務
局
（
青
柳
☎

０
９
０
‐
８
７
２
０
‐
３
３
３
２
）

　
男
性
を
対
象
に
無
料
の
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
小
学
生
以
上
の
お

子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
の
参
加
も
歓

迎
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
13
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
　
　
（
受
付
：
午
前
９
時
45
分
～
）

場
所　
総
合
会
館
２
階　
調
理
室

献
立　
ナ
ス
と
ピ
ー
マ
ン
の
ゆ
で
餃

子
、き
ゅ
う
り
の
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
、

ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具

締
め
切
り　
７
月
８
日
（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　

高
齢
者
の
健
康
維
持
に
つ
な
が

る
、
家
庭
で
の
伝
統
料
理
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
料
理
の
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
資
格　
山
梨
県
内
に
住
所
（
住

民
登
録
）
が
あ
る
方

応
募
期
間

　
７
月
１
日（
月
）～
８
月
31
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
必
着
］

応
募
方
法　
専
用
の
応
募
用
紙
に
作

品
の
写
真
（
一
人
前
）
を
添
付
し

て
「
広
域
連
合
」
へ
郵
送

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療

　
広
域
連
合 

総
務
課

　
　
　
　
（
☎
２
３
６
‐
５
６
７
１
）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
っ
た
写
真

は
ア
プ
リ
を
使
用
し
て
加
工
し
た
り

印
刷
が
で
き
た
り
し
ま
す
。
ご
自
身

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
保
存
し
て
あ

る
写
真
を
使
用
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
成
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
は

無
料
で
す
。

日
時　
７
月
31
日
（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
頃

場
所　
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議

室
（
社
協
事
務
所
内
）

対
象　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

持
ち
物　
ス
マ
ホ
（
お
持
ち
で
な
い

方
は
携
帯
電
話
）、
使
用
し
た
い

画
像
（
３
枚
程
度
保
存
し
て
き
て

く
だ
さ
い
）

講
師　

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
イ
オ
ン

モ
ー
ル
甲
府
昭
和
店

受
付
開
始

　
７
月
10
日
（
水
）
午
前
９
時
～

　
※
原
則
本
人
に
よ
る
申
し
込
み

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ス
マ
ホ
活
用
術…

～…

印
刷
編…

～

山
梨
県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

「
わ
が
家
の
レ
シ
ピ
」
募
集

男
性
の
料
理
教
室

防災一口メモ　夏休みは家族防災のチャンスです！
　夏休みになると、子どもだけで留守番をする機会や家族で 
外出する機会も多くなります。もしも、そんな時に大きな災害
が起きたら…
　● どのように避難するのか
　● どのように安否確認するのか
　● 親がいない時の行動
　● 外出先での行動
など、非常時の行動をお子さんも含め家族みんなで話し合って
おきましょう。また、夏休み中に家族で防災に関しての準備や
家具の固定などをしてみるのも良いでしょう。 女性防災ネット昭和

文
芸
コ
ー
ナ
ー

短
歌

道
渡
る
泥
付
し
馬
苗
積
ん
で

　

田
植
え
の
支
度
ぼ
つ
ぼ
つ
始
む

磯
部　

信
与

祖
母
の
杖
再
デ
ビ
ュ
ー
し
て
晴
れ
や
か
に

　

初
日
は
花
見
一
緒
に
行
か
ん

河
田
よ
し
恵

選
ば
れ
し
こ
の
運
命
に
従
っ
て

　

老
い
て
仲
良
く
令
和
の
年
を

石
原　

明
子

石
和
に
て
子
や
孫
集
い
吾
米
寿

　

息
子
還
暦
祝
い
て
く
れ
し

輿
石
ミ
ス
子

ひ
と
朝
の
霜
の
被
害
を
受
け
な
が
ら

　

健け

な

げ気
に
花
を
付
し
じ
ゃ
が
芋

松
田　

君
江

陽
は
西
に
圃ほ

じ
ょ
う場

の
木
々
は
き
ら
め
い
て

　

深
ま
る
緑
薫
風
の
中

田
中　

祥
子

◎
一
緒
に
「
短
歌
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　 

短
歌
部
で
は
皆
さ
ま
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

短
歌
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

（
九
十
三
歳
）

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
「
こ
こ
か
ら

始
ま
る
運
命
の
出
会
い
」

23   広報昭和 No.501 広報昭和 令和元年 7 月号   22



発
行

／
山

梨
県

昭
和

町
役

場
　

　
編

集
／

企
画

財
政

課
〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

公
式

ツ
イ

ッ
タ

ー
　

https://tw
itter.com

/show
atow

n チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

あとがき
　

梅
雨
が
明
け
る
と
い
よ
い
よ
夏
が
や
っ
て
き
ま

す
。
今
年
は
、
昨
年
の
よ
う
な
猛
暑
日
が
続
く
可

能
性
は
低
い
と
予
想
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

油
断
は
禁
物
で
す
。
し
っ
か
り
と
暑
さ
対
策
を
行

い
、
楽
し
く
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

　

さ
て
、
今
月
の
表
紙
は
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ

「
人
と
環
境
す
っ
き
り
し
ょ
う
わ
」
の
お
田
植
え

で
の
一
コ
マ
で
す
。
塩
澤
町
長
も
参
加
し
、
町
内

の
小
学
校
や
保
育
園
、
こ
ど
も
園
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
酒
米
で
あ
る
“
山
田
錦
”
を
お
田
植
え
し
ま

し
た
。
初
め
て
の
体
験
に
、
大
興
奮
の
子
ど
も
た

ち
で
し
た
。
（
関
連
記
事

：

7
頁
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◆ 材料（４人分）
　＊なす…………７本
　＊揚げ油………適宜
　＊豚ひき肉…… 50g
　＊にんじん……３㎝
　＊ピーマン……１個
　＊干ししいたけ …１個
　＊筍

たけのこ

、しょうが、長ねぎ、にんにく … 各少々

◆ 作り方
① 干ししいたけを水で戻します。
② なすはヘタを取り、乱切りにしてすぐに高温

の油で揚げ、他の材料はみじん切りにします。
③ 油で長ねぎ、しょうが、にんにく、豚ひき肉、

その他の材料の順に炒め、②のなすとAを加
え、さっと炒めたら完成です。

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

なすの油炒め
～ 今月は「紙漉阿原区食生活改善推進員」さんからのレシピです ～

　ナスは昭和町で収穫される代表
的な野菜です。乾燥を嫌い、蒸し
暑い甲府盆地のような夏を好みま
す。田んぼだった場所でも作るこ
とができ、霜が降るまで実がなり
続け、年間を通してたくさん収穫す
ることができます。一見、育てやす
いと思われがちですが、続けて同
じ場所で作れなかったり、実に葉
が触れただけでも傷がついてしま
う、とても繊細な食物です。
　ナスは90％以上が水分のため 
油をよく吸収し、香味野菜と煮ても
美味しく仕上がります。また、揚げ
たり炒めたりすると、抗酸化作用
のあるナスニンが多く含まれる皮
の部分が色よく仕上がり、美味しく
いただけます。たくさん採れるナス
を、さまざまな調理法を楽しみな
がら美味しくいただいてください♪

【 食べ方いろいろ♪昭和の夏はナス♪ 】

しょうゆ……大さじ３
酒……………大さじ１
さとう…小さじ１／２

Ａ

　＊油 ………大さじ３
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